
1950年代における章乃器の言論活動とその挫折(水羽)

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
章
乃
器
の
言
論
活
動
と
そ
の
挫
折

-
　
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
　
へ
　
-

水
　
　
羽
　
　
信
`
　
男

一
間
題
の
所
在

「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
(
「
鳴
放
」
)
期
と
は
前
年
以
来
の
中
共

の
提
唱
を
受
け
、
一
九
五
七
年
に
入
り
出
現
し
た
言
論
の
解
放
の
一
時

期
で
あ
る
。
当
初
中
共
は
「
言
老
無
罪
」
を
繰
り
返
し
強
調
し
、
中
共

に
批
判
的
な
見
解
に
対
し
て
も
直
接
反
論
は
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
、
民
主
諸
党
派
に
所
属
し
た
知
識
人
の
多
く
は
、
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
自
ら
の
政
治
要
求
を
提
示
す
る
好
機
と
捉
え
活
発
な
言

論
活
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
七
年
六
月
以
降
、
中
共
は

一
転
し
て
、
中
共
批
判
を
展
開
し
た
知
識
人
に
対
し
て
「
右
派
分
子
」

と
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
弾
圧
し
た
。
こ
の
「
反
右
派
闘
争
」
　
の
結
果
、

各
民
主
諸
党
派
は
従
来
以
上
に
中
共
の
一
元
的
支
配
の
も
と
に
置
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
共
の
政
策
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
政
治

勢
力
は
圧
殺
さ
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
は
「
大
躍
進
」
・
「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
化
大
革
命
」
(
文
革
)
　
へ
突
入
し
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
「
鳴
放
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
　
へ
と
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
、

中
共
に
対
す
る
批
判
が
建
国
後
は
じ
め
て
体
系
的
に
現
れ
た
時
期
で
あ

る
と
同
時
に
、
そ
の
要
求
活
動
が
挫
折
し
た
過
程
で
あ
り
、
こ
の
過
程

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
現
代
史
(
一
九
四
九
年
～
)
　
の
特
質

の
〓
病
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
関
し

て
は
数
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
き
た
が
、
従
来
の
研
究
史
に
お
い

て
は
、
な
ぜ
中
共
が
「
鳴
放
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
　
へ
と
政
策
を
転

換
し
た
か
が
主
要
な
研
究
課
題
と
な
り
、
民
主
人
士
に
即
し
て
、
こ
の

時
期
の
言
論
活
動
の
特
徴
を
解
明
し
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
民
主
人

士
に
注
目
し
た
場
合
で
も
、
主
要
な
問
題
関
心
は
知
識
人
の
政
治
改
革

(
1
)

要
求
の
分
析
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
拙
稿
で
は
商
工
業
者
に
関
し
て
発

言
を
行
っ
た
章
乃
器
を
取
り
上
げ
、
「
鳴
放
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」

へ
至
る
彼
の
言
論
活
動
の
特
質
の
〓
柄
に
迫
り
た
い
。

章
乃
器
(
一
八
九
七
～
一
九
七
七
年
)
は
析
江
省
に
生
ま
れ
、
一
九
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三
六
年
に
は
那
福
留
ら
と
と
も
に
全
国
各
界
救
国
連
合
会
(
全
教
連
)

を
設
立
し
、
活
発
に
抗
日
運
動
に
従
事
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
析
江
省
実

業
銀
行
副
頭
取
の
地
位
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
全
教
連
の
他
の
指
導
的

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
南
京
国
民
政
府
に
よ
り
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
た
(
抗

日
七
君
子
事
件
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
一
年
に
は
全
救
連
か
ら
離
脱

し
て
中
共
に
対
す
る
独
自
性
を
喪
失
し
て
い
く
他
の
救
国
会
系
知
識
人

と
一
線
を
画
し
、
そ
の
一
方
で
上
川
実
業
公
司
な
ど
を
設
立
し
、
活
動

の
重
点
を
経
済
活
動
へ
移
し
た
。

一
九
四
五
年
、
抗
戦
勝
利
後
に
は
黄
炎
培
ら
と
と
も
に
、
民
族
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
政
治
団
体
と
言
わ
れ
る
中
国
民
主
建
国
会
(
民
建
)
を

設
立
し
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
に
参
画
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り

彼
は
、
政
治
的
に
重
要
な
役
職
に
つ
き
、
五
七
年
に
「
鳴
放
」
が
始
ま

っ
た
時
期
に
は
、
中
華
全
国
工
商
業
連
合
会
(
工
商
連
)
副
主
任
委
員

・
民
建
副
主
任
委
員
・
全
国
人
民
代
表
大
会
四
川
省
代
表
・
政
治
協
商

会
議
全
国
委
員
会
委
員
・
国
務
院
根
食
部
部
長
な
ど
に
任
じ
、
代
表
的

な
民
主
人
士
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
「
鳴
放
」
期

に
中
国
人
の
私
的
資
本
家
(
以
下
「
民
族
資
本
家
」
と
表
記
。
た
だ
し

「
　
」
は
省
略
)
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
、
そ
の
た
め
に
資
本
主

義
を
復
活
し
よ
う
と
し
た
「
右
派
分
子
」
と
し
て
断
罪
さ
れ
、
政
治
生

(
2
)

命
を
断
た
れ
た
。

「
鳴
放
」
期
の
章
乃
器
の
発
言
の
背
景
に
あ
っ
た
民
族
資
本
家
に
対

(
3
)

す
る
社
会
主
義
改
造
は
、
次
の
よ
う
な
過
程
で
進
ん
だ
。

(
第
一
期
‥
一
九
四
九
～
五
二
年
(
民
族
資
本
家
の
存
立
基
盤
の
動
揺
)
)

建
国
直
前
に
発
表
さ
れ
た
「
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
」

(
「
共
同
綱
領
」
)
に
お
い
て
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
人
民
民
主

(
1
)

統
一
戦
線
の
一
構
成
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
五
一

年
末
か
ら
翌
年
夏
に
か
け
て
大
衆
運
動
の
様
相
を
呈
し
て
展
開
さ
れ

た
「
三
反
五
反
運
動
」
　
の
結
果
、
中
共
と
労
働
組
合
が
民
族
資
本
の

経
営
権
を
事
実
上
掌
超
し
、
民
主
建
国
会
の
幹
部
も
一
部
交
代
し
た
。

さ
ら
に
商
工
業
者
を
再
編
成
す
る
た
め
工
商
連
が
組
織
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

思
想
的
に
も
五
一
年
五
月
の
r
武
訓
伝
し
批
判
を
は
じ
ま
り
と
し

て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
に
よ
る
思
想
改
造

運
動
が
進
め
ら
れ
、
民
族
資
本
家
の
存
立
基
盤
は
五
二
年
末
ま
で
に

大
き
く
揺
ら
い
だ
。

(
第
二
期
‥
一
九
五
三
～
五
六
年
(
社
会
主
義
改
造
の
基
本
的
完
了
)
)

五
三
年
に
提
起
さ
れ
た
〝
過
渡
期
に
お
け
る
総
路
線
〃
は
、
土
地

革
命
後
の
中
国
社
会
の
主
要
矛
盾
を
〝
労
働
者
階
級
と
民
族
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
階
級
と
の
矛
盾
″
と
捉
え
て
お
り
、
「
共
同
綱
領
」
で
示
し
た
(
5
)

社
会
主
義
改
造
を
遠
い
将
来
に
展
望
す
る
建
国
構
想
を
放
棄
し
た
。

こ
の
年
、
政
府
は
第
一
次
五
力
年
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
以

後
、
民
族
資
本
家
に
対
し
て
は
、
国
家
資
本
主
義
的
政
策
に
適
応
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
本
格
的
に
社
会
主
義
改
造
=
公
私
台
宮
へ
の
道

を
歩
む
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

五
五
年
後
半
か
ら
は
社
会
主
義
改
造
が
一
気
に
加
速
さ
れ
、
全
業

種
に
わ
た
る
合
営
化
が
目
指
さ
れ
て
小
規
模
の
工
場
や
商
店
に
も
改

造
が
及
び
、
五
六
年
に
は
社
会
主
義
改
造
が
一
応
完
了
し
た
。
こ
の
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過
程
で
、
従
来
の
「
四
馬
分
肥
」
と
言
わ
れ
る
利
潤
分
配
原
則
　
-

国
家
・
企
業
・
労
働
者
・
資
本
家
が
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
ず
つ
の
利

潤
を
得
る
原
則
　
-
　
に
替
わ
っ
て
、
新
た
に
「
定
息
」
方
式
(
商
工

業
者
が
資
本
額
の
五
%
を
毎
年
定
額
利
息
と
し
て
受
け
取
る
方
式
)

が
採
用
さ
れ
た
。
李
維
漢
は
公
私
合
宮
と
「
定
息
」
の
意
義
を
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
も
の
〔
公
私
合
宮
と
「
定
息
」
〕
は
、
資
本
家

に
三
つ
の
権
利
を
失
わ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
企
業
の
生

産
手
段
に
対
す
る
支
配
権
で
あ
り
、
…
…
そ
れ
を
失
う
こ
と
に

よ
り
資
本
家
は
企
業
管
理
権
を
失
い
、
そ
れ
ゆ
え
利
潤
の
取
得

権
も
失
っ
た
。

…
…
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
資
本
主
義
所
有
制
の
残
淳
は
多
く

は
な
く
、
残
淳
は
た
だ
「
瑾
」
の
み
で
、
賃
金
を
上
昇
さ
せ

て
企
業
の
買
い
取
り
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
鳴
放
」
直
前
の
時
期
に
す
で
に
民
族
資
本
家
の

経
済
的
諸
権
利
は
、
基
本
的
に
は
失
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
が
、
冷
戦

構
造
の
下
に
置
か
れ
た
上
に
、
ソ
連
と
の
利
害
の
相
違
を
意
識
し
は
じ

め
、
独
力
に
よ
る
社
会
主
義
建
設
の
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
中
共
は
、

知
識
人
や
商
工
業
者
な
ど
を
動
員
す
る
た
め
、
五
六
年
一
月
に
「
知
識

分
子
問
題
」
に
関
す
る
討
議
の
た
め
の
会
議
を
招
集
し
、
五
月
に
は
、

T
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
の
必
要
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
五
六
年
九
月
の
中
共
第
八
回
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
政
治
報

告
に
つ
い
て
の
決
議
」
　
で
は
「
人
民
が
経
済
、
文
化
の
急
速
な
発
展
を

求
め
て
い
る
の
に
、
当
面
の
経
済
、
文
化
が
人
民
の
要
求
を
満
た
し
え

な
い
状
況
に
あ
」
り
、
今
後
の
闘
争
の
任
務
は
「
社
会
の
生
産
力
の
順

(
7
)

調
な
発
展
を
守
る
」
　
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

殊
に
、
民
族
資
本
家
に
担
わ
れ
た
「
軽
工
業
部
門
の
多
く
は
〔
第
一

次
五
力
年
計
画
の
達
成
目
標
を
〕
未
達
成
で
あ
り
」
、
「
こ
れ
が
都
市
に

お
け
る
消
費
物
資
不
足
等
の
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
た
」
　
の
で
あ

(
8
)
る
。
因
み
に
、
建
国
当
初
の
資
本
主
義
軽
工
業
の
生
活
物
資
の
生
産
額

は
、
綿
布
の
四
〇
二
二
%
、
綿
糸
の
四
六
・
七
%
、
紙
製
品
の
六
三
・

四
%
、
マ
ッ
チ
の
八
〇
・
六
%
、
ゴ
ム
靴
の
七
〇
%
、
メ
リ
ケ
ン
粉
の

七
九
・
四
%
、
巻
煙
草
の
八
〇
・
四
%
、
と
い
う
圧
倒
的
な
比
率
を
占

(
9
)

め
て
い
た
。
ま
さ
に
中
国
社
会
の
「
経
済
的
・
客
観
的
な
現
実
は
な
お

(
1
0
)

資
本
主
義
経
済
と
の
共
存
を
必
要
と
し
て
い
た
」
　
の
で
あ
っ
た
。
社
会

主
義
改
造
と
は
こ
れ
ら
の
企
業
に
対
す
る
統
制
で
あ
り
、
そ
の
統
制
の

可
否
が
、
た
ち
ま
ち
生
産
量
の
増
減
に
関
連
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

事
実
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
現
実
は
、
章
乃
器
に
と
っ
て
、
民
族
資
本
家
の
経
済
活
動

の
活
性
化
を
進
め
る
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中

共
は
、
社
会
主
義
改
造
が
基
本
的
に
完
了
し
た
と
い
う
情
勢
認
識
を
前

提
に
し
、
第
八
回
党
大
会
で
は
「
わ
が
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
と
ブ

ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
あ
い
だ
の
矛
盾
が
基
本
的
に
解
決
し
」
た
と
述
べ
、

〝
総
路
線
″
に
お
け
る
〝
労
働
者
階
級
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
と
の
【
〓
-

矛
盾
〃
が
中
国
社
会
の
主
要
矛
盾
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
改
め
た
。

「
主
要
矛
盾
」
が
転
化
し
た
と
の
情
況
認
識
は
、
民
族
資
本
家
の
活
性

化
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
葦
乃
器
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
だ
っ
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
五
一
年
の
思
想
改
造
運
動
、
さ
ら
に
は
五
四
年
一

〇
月
に
発
動
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
観
念
論
批
判
・
五
五
年
五
月
の
胡
風

批
判
な
ど
で
、
中
共
の
思
想
政
策
に
不
安
・
不
信
感
を
抱
く
知
識
人
や

中
共
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
商
工
業
者
は
な
か
な
か
活
発
な
発
言
を
展

開
せ
ず
、
五
七
年
の
五
月
に
入
り
漸
く
「
鳴
放
」
は
本
格
化
し
た
。

註
(
1
)
　
「
百
花
斉
放
∴
百
家
争
鳴
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
に
い
た
る
過

程
に
関
す
る
日
本
側
の
研
究
と
し
て
は
、
内
閣
官
房
内
閣
調
査
室
編

r
中
共
人
民
内
部
の
矛
盾
と
整
風
運
動
J
(
大
蔵
省
出
版
局
、
一
九

五
七
年
)
、
中
嶋
嶺
雄
「
増
補
現
代
中
国
論
」
(
青
木
書
店
、
一
九
七

一
年
)
、
平
野
正
「
中
国
革
命
の
知
識
人
」
(
日
中
出
版
社
、
一
九
七

七
年
)
、
土
屋
英
雄
「
中
国
「
反
右
派
闘
争
』
研
究
序
説
」
(
「
中
国

研
究
月
報
」
　
四
一
八
号
、
一
九
八
二
年
)
、
田
中
祥
之
「
一
九
五
〇

年
代
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
と
自
由
　
-
　
百
家
争
鳴
か
ら
反
右
派

へ
　
-
　
」
(
「
季
刊
中
国
』
　
1
3
号
〔
一
九
八
八
年
夏
号
〕
)
な
ど
が
あ

る
。
中
国
側
研
究
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
干
光
遠
「
双
百

方
針
提
出
三
十
周
年
」
r
人
民
日
報
」
一
九
八
六
年
五
月
一
六
日
、

羅
竹
風
「
〝
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
″
的
三
十
年
」
(
r
社
会
科
学
」

一
九
八
六
年
五
期
)
、
劉
振
義
「
反
右
派
闘
争
厳
重
拡
大
化
原
因
初

探
」
(
「
准
化
煤
師
院
学
報
(
社
科
版
)
」
一
九
八
六
年
四
期
〔
「
役
印

報
刊
資
料
中
国
現
代
史
」
一
九
八
七
年
二
期
〕
)
、
石
仲
泉
「
関
千
一

九
五
六
至
一
九
五
七
年
春
天
的
思
想
解
放
大
潮
」
(
r
新
長
征
」
一
九

八
九
年
一
期
〔
r
複
印
報
刊
資
料
中
国
現
代
史
」
一
九
八
九
年
三
期
〕
)
、

胡
連
生
「
〝
反
右
派
闘
争
″
新
析
」
(
「
社
会
主
義
研
究
」
一
九
八
九

年
三
期
〔
「
復
印
報
刊
資
料
中
国
現
代
史
」
一
九
八
九
年
一
一
期
〕
)
。

な
お
、
欧
米
の
研
究
と
し
て
は
、
R
O
d
e
r
i
c
k
 
M
a
c
F
a
r
q
u
h
a
r
 
w
i
t
h

a
n
E
p
i
-
○
望
e
b
y
G
.
F
.
喆
u
d
s
O
n
-
ゴ
訂
b
ぎ
邑
虔
〓
さ
さ
ヨ
こ
首
字

音
訂
　
白
鼓
　
罫
へ
　
C
監
葛
篭
　
し
ぎ
監
ぎ
旨
鼠
.
S
t
e
く
e
n
S
　
紆
　
S
O
n
S

L
i
m
i
t
e
d
、
L
O
n
d
O
n
1
-
麗
0
.
な
ど
が
あ
る
。

(
2
)
　
章
乃
器
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
章
乃
器
「
我
和
救
国
会
」

(
周
天
度
編
r
救
国
会
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
、

胡
子
嬰
「
我
所
知
道
的
章
乃
器
」
(
「
文
史
資
料
し
　
八
二
韓
、
一
九
八

二
年
)
、
章
立
凡
「
先
父
章
乃
器
往
事
見
聞
録
」
(
「
人
物
」
一
九
八

四
年
四
期
)
、
巨
竜
息
ま
邑
払
g
ぎ
3
:
†
昏
首
芸
§
　
C
已
己
.

く
0
-
.
-
-
C
O
F
ヨ
b
i
a
 
U
n
i
く
.
P
r
e
s
s
.
-
麗
可
を
参
照
し
た
。

(
3
)
　
以
下
の
叙
述
で
は
、
次
の
研
究
を
参
照
し
た
。
姫
田
光
義
ほ
か
r
中

国
近
現
代
史
」
下
巻
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
)
、
宇
野

重
昭
ほ
か
r
現
代
中
国
の
歴
史
J
(
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
)
、
山
内

一
男
責
任
編
集
r
中
国
経
済
の
転
換
し
(
r
岩
波
講
座
　
現
代
中
国
」

二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
)
、
趨
徳
馨
主
編
r
中
華
人
民
共

和
国
経
済
専
題
大
事
記
し
(
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
、
趨

徳
馨
主
編
r
中
華
人
民
共
和
国
経
済
史
」
(
河
南
人
民
出
版
社
、
一

九
八
九
年
)
な
ど
。

(
4
)
　
「
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
」
(
日
本
国
際
問
題
研
究
所

・
中
国
部
会
編
「
新
中
国
資
料
集
成
」
　
二
巻
、
日
本
国
際
問
題
研
究

所
、
一
九
六
四
年
)
。

(
5
)
　
毛
沢
東
「
労
働
者
階
級
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
の
矛
盾
は
国
内
に

お
け
る
主
要
な
矛
盾
で
あ
る
」
〔
一
九
五
二
年
]
ハ
月
〕
(
「
毛
沢
東
選

集
」
　
五
巻
、
外
文
出
版
社
、
一
九
七
七
年
)
を
参
照
の
こ
と
。

(
6
)
　
李
維
漢
「
在
全
国
統
戟
工
作
会
議
上
関
千
一
九
五
六
年
到
一
九
六

二
年
統
一
戦
線
工
作
方
針
(
草
案
)
的
発
言
」
〔
一
九
五
六
年
二
月
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二
八
日
〕
。
な
お
、
こ
の
文
献
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
r
李
維
漠
選
集
〓
人

民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
叢
進
「
我

呂
民
望
百
度
括
招
何
時
消
滅
問
題
之
我
見
」
(
r
党
史
研
究
】
一
九
八

二
年
白
票
)
に
お
け
る
引
用
を
使
用
し
た
。

(
7
)
　
「
中
日
共
産
党
第
八
回
全
目
代
表
大
会
文
献
集
」
一
巻
(
外
支
出

堕
杜
、
一
九
五
六
年
)
。

(
8
)
　
目
前
椙
〓
中
国
近
現
代
史
」
下
巻
、
五
八
〇
頁
。

(
9
)
　
来
永
富
「
問
干
我
国
建
国
初
期
的
社
会
性
質
」
(
「
青
海
的
専
学
報
j

一
九
八
二
年
一
期
〔
「
複
印
報
刊
資
料
中
国
現
代
史
」
一
九
八
二
年

一
六
期
〕
)
。

(
1
0
)
　
前
掲
r
中
国
近
現
代
史
」
下
巻
、
五
六
二
頁
。

(
〓
)
　
(
7
)
に
同
じ
。

二
　
民
族
資
本
家
の
在
り
方
を
め
ぐ
る

章
乃
器
の
言
論
活
動

工
商
連
は
、
一
九
五
七
年
五
月
一
一
日
、
北
京
・
天
津
・
上
海
な
ど

の
代
表
者
を
招
集
し
、
北
京
で
座
談
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
、
章
乃

器
は
「
意
見
を
提
出
す
る
の
に
邊
巡
し
て
は
い
け
な
い
し
、
遠
慮
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
〔
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
分
子
と
の
〕
〝
帽
子
″
を
か
ぶ
せ

ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
は
な
ら
ず
、
打
撃
を
受
け
報
復
さ
れ
る
の
を
恐
れ

て
は
い
け
な
い
」
と
述
べ
、
大
胆
な
言
論
活
動
の
展
開
を
呼
び
か
け

(
1
)

た
。
ま
た
、
r
大
公
報
」
も
同
日
「
商
工
業
者
の
大
胆
な
「
争
鳴
」
を

歓
迎
す
る
」
と
題
す
る
社
説
で
〝
各
人
は
み
な
自
分
の
意
見
を
述
べ
る

権
利
が
あ
る
〃
と
強
調
し
た
。

中
共
中
央
統
一
戦
線
部
は
第
八
弁
公
室
と
合
同
主
催
で
五
月
一
五
日

以
後
連
続
し
て
工
商
界
と
の
座
談
会
を
開
催
し
、
]
ハ
月
八
日
に
終
了
す

る
ま
で
一
九
回
に
わ
た
る
会
議
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
民
建
は
五
月

二
〇
日
に
全
国
商
工
業
改
造
補
導
工
作
第
一
回
座
談
会
を
招
集
し
、
六

(
2
)

月
一
〇
日
に
終
了
す
る
ま
で
二
五
回
開
催
し
た
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
座
談
会
や
新
聞
・
雑
誌
を
通
じ
て
様
々
な
見
解
が
出
さ

れ
、
厳
し
い
中
共
批
判
も
展
開
さ
れ
た
が
、
葦
乃
器
は
商
工
業
者
の
経

済
活
動
の
活
性
化
の
必
要
を
強
調
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
用
い
て
商
工
業
者
の
積
極
性

を
発
揮
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
が
消
滅
す
る
過
程
に
お
い
て
、
国
民
経
済
と
工
・
農
業
生
産

が
損
害
を
受
け
な
い
こ
と
を
追
求
す
る
。
こ
れ
は
社
会
主
義
革
命

(
3
)

に
有
利
で
あ
り
、
社
会
主
義
建
設
に
も
有
利
で
あ
る
。

当
時
の
章
乃
器
の
最
大
の
R
口
標
は
、
社
会
主
義
中
国
を
富
強
化
す
る

こ
と
で
あ
り
、
目
前
の
情
況
か
ら
言
え
ば
、
社
会
主
義
改
造
に
よ
っ
て

民
族
資
本
家
の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
当
時
、
何
が
民
族
資
本
家
の
経
済
活
動
を
阻
害
し
て
い

る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
放
鳴
」
期
に
現
れ
た
言
論

活
動
か
ら
、
こ
の
点
を
探
っ
て
み
よ
う
。

内
蒙
古
工
商
連
秘
書
長
・
郵
允
命
は
「
私
が
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
企

業
内
に
は
民
主
的
な
管
理
、
民
主
的
な
制
度
、
特
に
資
本
家
側
の
有
職

・
有
責
・
有
権
〔
=
工
場
経
営
に
関
わ
る
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就
く
だ
け

で
な
く
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
相
応
し
い
責
任
と
権
限
を
持
つ
こ
と
〕
が
保
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(
4
)

障
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
民
族
資
本
家
の
〝
有
職
無
権
″
と

い
う
状
態
は
、
〝
共
産
党
の
代
表
が
工
場
に
く
る
と
生
産
、
財
務
、
人

(
5
)

事
を
一
手
に
握
る
″
た
め
で
あ
っ
た
。
「
鴨
放
」
期
の
民
族
資
本
家
の

中
心
的
要
求
の
一
つ
は
、
企
業
経
営
へ
の
参
画
を
保
障
・
拡
大
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
要
求
が
提
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、
合
営
企
業
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
政
府
側
代
表
の
作
風
の
誤
り
・
能
力
不
足
に
対
す
る
広
範
な
不

溝
が
存
在
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
天
津
の
あ
る
工
商
業
者
の
発
言
と

し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

政
府
側
代
表
の
多
く
は
労
働
者
か
ら
選
抜
さ
れ
、
能
力
は
低
く
、

あ
る
者
は
企
業
を
管
理
す
る
仕
事
が
出
来
な
い
。
資
本
家
側
が
政

府
側
代
表
に
意
見
を
提
出
し
て
も
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
少

な
い
。
あ
る
工
場
の
資
本
家
側
の
人
員
は
常
に
政
府
代
表
に
意
見

を
提
出
し
た
た
め
、
指
導
権
を
〝
簑
奪
〃
し
ょ
ぅ
と
し
て
い
る
と

(
6
)

思
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
民
建
中
央
常
務
委
員
会
宣
教
処
副
処
長
・
許
漠
三
は
民
主

党
派
内
部
の
問
題
と
し
て
「
大
衆
の
中
に
〝
党
員
を
批
判
す
る
こ
と
は

す
な
わ
ち
反
党
で
あ
り
、
反
党
は
す
な
わ
ち
反
革
命
で
あ
る
〃
と
い
う

(
7
)

雰
囲
気
が
形
成
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
。
同
様
な
雰
囲
気
は
合
営
企
業
内

に
も
満
ち
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
上
海
工
商
連
副
主
任
・
胡
傑
文

は
「
あ
る
工
場
の
代
表
は
す
ぐ
れ
た
変
圧
器
を
つ
く
り
、
こ
れ
は
表
彰

さ
れ
る
べ
き
な
の
に
在
庫
資
材
を
流
用
し
た
と
い
う
の
で
」
批
判
さ
れ

(
8
)

た
と
い
う
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
時
の
合
営
企
業
に
派
遣
さ
れ
た

政
府
側
代
表
の
中
に
は
、
企
業
管
理
能
力
や
生
産
性
重
視
の
視
点
な
ど

を
欠
如
し
た
者
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
た
め
民
族
資
本
家
の
不
満
を
買

う
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
。
民
族
資
本
家
の
側
か
ら
見
れ
ば
、

中
共
の
企
業
管
理
政
策
は
合
理
的
な
発
展
を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、

経
営
の
停
滞
さ
え
も
た
ら
し
か
ね
な
い
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言

え
よ
う
。
こ
の
政
府
側
代
表
の
作
風
の
誤
り
や
能
力
不
足
に
基
づ
く
不
満
や
対

立
に
つ
い
て
民
建
広
東
工
商
改
造
補
導
処
処
長
・
王
伯
雄
は
、
合
営
企

業
に
お
け
る
政
府
側
代
表
と
資
本
家
側
代
表
と
の
「
職
責
を
明
確
」
に

し
、
両
者
の
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
れ
ば
良
い
と
述

(
9
)

べ
た
。
だ
が
問
題
は
ど
の
よ
う
に
「
職
責
を
明
確
」
に
す
る
か
で
あ

り
、
積
極
的
に
民
族
資
本
家
の
企
業
経
営
へ
の
参
画
の
保
障
・
拡
大
を

求
め
る
人
々
は
、
単
に
政
府
側
代
表
の
在
り
方
を
批
判
す
る
だ
け
で
な

く
、
彼
ら
の
要
求
の
根
拠
を
民
族
資
本
家
の
中
国
社
会
に
お
け
る
位
置

づ
け
そ
の
も
の
に
即
し
て
展
開
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
章
乃
器
は
、
民
族
資
本
家
の
社
会
主
義
改
造
の
進

展
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
在
、
工
商
界
は
す
で
に
五
つ
の
関
所
(
戦
争
〔
=
抗
日
戦
争

と
国
共
内
戦
〕
・
土
地
改
革
・
〔
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
〕
抗
米
援

朝
・
「
三
反
五
反
運
動
」
・
社
会
主
義
改
造
)
を
く
ぐ
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
身
も
心
も
入
れ
換
え
る
改
造
で
あ
り
、
す
で
に
〔
社
会
主

(川)

義
〕
改
造
は
終
わ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
章
乃
器
に
よ
れ
ば
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
「
す
で

に
基
本
的
に
は
消
滅
す
る
段
階
に
あ
」
り
、
「
全
業
種
に
お
け
る
公
私

合
宮
の
段
階
を
経
て
、
〔
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
.
-
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ト
と
の
矛
盾
が
〕
敵
と
我
と
の
対
抗
性
の
矛
盾
に
転
化
す
る
危
機
は
完

l
‖
-

全
に
去
っ
た
」
　
の
で
あ
る
。

こ
の
章
乃
器
の
情
況
把
握
は
、
八
大
大
会
で
の
中
共
の
情
勢
観
と
基

本
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
役
は
さ
ら
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

の
二
面
性
に
関
し
て
も
、
そ
の
存
続
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
は
「
革
命
」

と
「
反
革
命
」
で
は
な
く
、
「
先
達
」
と
「
落
伍
」
と
い
う
二
面
で
t

(ほ)

か
な
い
、
と
強
調
し
た
。
階
級
の
木
質
規
定
と
個
人
の
階
級
的
性
格
と

の
開
運
に
つ
い
て
は
、
両
者
を
区
別
す
る
必
要
を
説
き
、
役
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

.
フ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
搾
取
は
生
ま
れ
つ
き
で
あ
り
、
死
し
て
や

む
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
改

造
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
分
子
は
改

造
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
搾
取
は
生
ま
れ
つ
き
で
は
な
い
か

(
1
3
)

ら
で
あ
る
。

章
乃
器
は
民
族
資
本
家
の
積
極
性
を
引
き
出
し
て
生
産
の
拡
充
を
実

現
す
る
た
め
、
以
上
の
よ
う
に
社
会
主
義
建
設
に
お
け
る
民
族
資
本
家

の
主
体
的
位
置
を
確
認
し
た
が
、
そ
れ
は
民
族
資
本
家
の
自
尊
心
を
認

め
、
そ
の
自
尊
心
に
根
拠
を
与
え
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北

京
市
工
商
連
主
任
委
員
・
楽
松
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

資
本
家
側
は
悦
ん
で
企
業
を
差
し
出
し
、
改
造
を
受
け
入
れ
た

が
、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
身
も
心
も
入
れ
換

え
る
こ
と
で
あ
り
、
我
身
を
切
っ
て
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
1
4
)

こ
の
点
を
承
認
し
な
い
こ
と
は
、
実
際
と
適
合
し
な
い
。

民
族
資
本
家
は
、
自
ら
を
「
改
造
」
さ
れ
る
客
体
と
し
て
で
は
な
く
、

新
中
国
の
た
め
の
経
済
建
設
に
従
事
す
る
主
体
と
自
認
し
、
そ
れ
な
り

の
ブ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
章
乃
器
は
「
工
商
業
者
に
上
手
に
働
き
か
け
る
た
め
に

は
、
必
ず
彼
ら
に
対
し
て
情
を
通
わ
せ
、
彼
ら
の
苦
し
み
に
関
心
を
払

u
艦
コ

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
繰
り
返
し
民
族
資
本

家
に
「
憂
慮
」
「
消
極
自
卑
」
の
思
い
を
持
た
せ
な
い
よ
う
中
共
に
要

請
し
た
。
彼
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
民
族
資
本
家
の
「
矯
傲
自
慢
」
さ
え

容
認
し
て
い
る
。

〔
民
族
資
本
家
が
〕
積
極
性
を
発
揮
す
る
と
同
時
に
、
劣
等
感

を
克
服
す
れ
ば
、
尊
大
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
い
さ
さ
か
〔
中
共

の
政
策
に
対
し
て
〕
不
満
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
も
免
れ
得
ず
、

総
じ
て
自
慢
し
矯
る
気
拝
が
現
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
…
…
〔
し
か

し
な
が
ら
〕
積
短
さ
が
、
い
さ
さ
か
の
傲
慢
さ
を
帯
び
る
こ
と
は
、

総
じ
て
消
極
的
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
良
く
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て

は
、
な
に
が
し
か
の
虚
偽
を
帯
び
た
〝
中
途
半
端
な
積
極
性
″
よ

(
1
6
)

り
も
良
い
こ
と
に
思
い
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
立
場
に
立
つ
章
乃
器
は
、
中
共
の
商
工
業
政
策
に
も
言
及

す
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
当
時
に
お
け
る
商
工
業
者
の
改
造
と
は
、
政

治
上
・
経
済
上
の
改
造
で
は
な
く
、
思
想
・
作
風
の
方
面
に
限
定
し
た

も
の
で
良
く
、
そ
の
方
法
も
大
衆
動
員
に
よ
る
過
激
な
も
の
で
は
な
く
、

(
1
7
)

話
合
い
に
よ
る
穏
や
か
な
も
の
が
必
要
で
あ
っ
た
。
章
乃
器
に
は
「
三

反
五
反
運
動
」
　
の
再
来
を
避
け
た
い
と
い
う
気
持
が
働
い
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
章
乃
器
は
民
族
資
本
家
に
積
極
性
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
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の
方
法
を
論
じ
、
「
資
本
主
義
の
中
で
の
有
益
な
経
験
と
知
識
を
社
会

の
財
産
と
し
て
受
け
継
ぎ
、
社
会
主
義
に
役
立
て
る
」
　
こ
と
の
必
要
性

(
1
。
。
)

を
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
彼
が
特
に
強
調
し
た
の
は
人
材
の
適
正

な
配
置
と
経
営
の
合
理
化
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

こ
れ
は
〔
=
資
本
主
義
企
業
の
方
が
経
済
効
率
が
良
い
の
は
〕
、

資
本
家
が
利
益
を
得
る
た
め
、
人
材
の
選
択
を
上
手
に
行
い
、
人

材
の
育
成
・
抜
擢
の
面
で
出
来
る
だ
け
公
平
さ
を
示
す
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
彼
〔
=
資
本
家
〕
は
他
人
と
競

争
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
あ
る
種
の
社
会
主
義
企
業
は
こ
の
点
を

実
現
で
き
な
い
で
い
る
。
…
…
是
非
を
明
ら
か
に
し
、
業
績
に
応

じ
、
抜
擢
・
配
置
が
え
を
お
こ
な
っ
て
こ
そ
、
本
当
に
工
商
業
者

の
積
極
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
〝
徳
を
重

ん
じ
才
を
軽
ん
じ
、
資
本
を
も
っ
て
徳
に
代
え
る
〃
だ
け
で
は
是

非
を
明
ら
か
に
で
き
ず
、
〔
民
族
資
本
家
の
〕
積
極
性
を
発
動
で

(
1
9
)

き
な
い
。

当
時
、
有
能
な
経
営
手
段
を
も
つ
民
族
資
本
家
や
技
術
者
が
、
そ
の

階
級
的
出
自
ゆ
え
に
能
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
広

じ
邸
n

範
に
存
在
し
て
お
り
、
章
乃
器
は
、
企
業
の
経
済
効
率
を
高
め
る
の

は
、
〝
人
材
〃
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
た
上
で
、
〝
才
能
〃
に
応
じ
た
評

価
を
行
う
こ
と
が
企
業
活
性
化
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
章
乃
器
は
資
本
主
義
国
の
資
本
家
は
「
一
人
に
三
人
分
の
仕

事
を
さ
せ
て
こ
そ
、
大
儲
け
が
で
き
、
企
業
を
上
手
く
経
営
で
き
、
こ

れ
に
反
し
て
五
人
に
一
人
分
の
仕
事
し
か
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
破
産
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
経
営
合
理
化
の
必
要

り
邸
乃

性
を
説
い
た
が
、
当
時
の
中
共
の
合
営
企
業
で
は
、
管
理
人
員
が
か
な

り
大
き
な
比
率
を
し
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
公
私
合
営
上
海
新
中
電
力

機
廠
廠
長
・
貌
如
に
よ
れ
ば
、
彼
の
工
場
で
は
技
術
者
な
ど
を
含
む
管

理
人
員
が
六
五
〇
人
お
り
、
そ
れ
に
対
し
生
産
労
働
者
が
九
五
〇
人
・

養
成
工
が
一
五
〇
人
で
約
一
対
二
の
比
率
で
あ
っ
た
。
貌
如
に
よ
れ
ば
、

私
営
時
は
一
般
に
一
対
六
か
ら
一
対
一
〇
で
あ
り
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ

リ
叫
凸

で
は
一
対
二
〇
で
あ
っ
た
。
章
乃
器
は
公
平
で
合
理
的
な
勤
務
評
定
の

必
要
を
説
い
て
い
る
が
、
公
私
合
営
新
安
電
機
廠
副
廠
長
・
孫
鼎
は
、

熟
練
工
と
新
人
と
の
賃
金
が
一
律
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
不
満
を
述

(
2
3
)

べ
、
年
令
給
制
度
の
有
効
性
を
強
調
し
て
い
る
。

〝
人
材
〃
や
〝
合
理
性
〃
な
ど
の
重
視
は
、
自
ら
も
企
業
経
営
に
携

わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
章
乃
器
な
ら
で
は
の
見
解
だ
と
言
え
る
が
、
彼
は

合
営
企
業
の
経
営
主
体
の
一
つ
と
し
て
民
族
資
本
家
を
位
置
づ
げ
、
彼

ら
の
〝
企
業
家
精
神
(
原
語
・
・
「
企
業
心
」
)
″
を
発
揮
さ
せ
る
必
要
を

(
2
4
)

説
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
章
乃
器
は
社
会
主
義
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
の
で

は
な
か
っ
た
。
彼
の
中
共
批
判
は
、
セ
ク
ト
主
義
・
官
僚
主
義
・
主
観

主
義
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
葦
乃
器
は
中
共
の
指
導
に
関
し
て
も
、
そ

れ
を
承
認
し
た
上
で
、
指
導
と
被
指
導
と
の
関
係
を
、
演
劇
に
お
け
る

演
出
家
(
中
共
)
と
役
者
(
民
族
資
本
家
)
と
の
関
係
に
た
と
え
、
よ

り
高
度
な
指
導
の
在
り
方
の
確
立
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
集
中

の
一
面
を
強
調
し
て
民
主
の
面
を
軽
ん
じ
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
育
て
、
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そ
の
性
の
意
見
の
異
な
る
人
び
と
や
グ
ル
ー
プ
を
圧
倒
し
、
道
理
を
講

じ
て
是
非
を
明
ら
か
に
す
る
姿
勢
を
堅
持
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
い
さ
さ

か
独
裁
的
で
家
父
長
的
な
作
風
を
増
長
し
て
き
た
」
中
共
の
統
一
戦
線

云
)

政
策
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
章
乃
器
は
中
共
に
対
し
て

グ
ラ
ム
シ
の
い
う
「
知
的
・
道
徳
的
・
政
治
的
指
導
権
」
　
の
確
立
を
求
(
2
5
)

め
た
の
で
あ
っ
て
、
中
共
の
存
在
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
「
反
右
派
闘
争
」
　
で
は
資
本
主
義
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た

と
批
判
さ
れ
た
が
、
彼
は
明
確
に
社
会
主
義
的
企
業
の
優
位
性
を
前
提

に
発
言
し
て
い
た
。

社
会
主
義
的
な
企
業
・
機
関
は
、
〝
三
害
〃
〔
=
セ
ト
ク
主
義
・

官
僚
主
義
・
主
観
主
義
〕
を
粛
清
す
る
だ
け
で
、
標
準
的
な
社
会

主
義
的
な
企
業
・
機
関
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
計
画
性
〔
原
語
‥

整
体
性
〕
を
重
視
す
る
け
れ
ど
も
、
労
働
者
が
主
人
公
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
積
極
性
が
発
揮
さ
れ
、
各
単
位
〔
=
企
業
・
機
関
〕

の
工
作
効
率
は
資
本
主
義
企
業
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
計
画
性
は
、
生
産
と
経
営
上
の
無
政
府
状
態
を
回
避
す
る
こ

と
で
、
資
本
主
義
国
家
に
比
べ
て
幾
数
倍
か
ら
何
十
倍
に
も
経
済

(
2
7
)

を
発
展
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
章
乃
器
は
現
行
の
社
会
主
義
経
済
体
制
を
否
定
し
た
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
共
の
社
会
主
義
建
設
を
効
率
よ
く
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
現
状
批
判
を
展
開
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
は
中
国
経
済

の
発
展
を
最
大
の
目
的
と
し
て
言
論
活
動
を
行
っ
た
章
乃
器
の
立
場
が

色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
、
政
治
的
多
元
主
義
を
主
張
し
た
章
伯

(
2
8
)

釣
や
羅
隆
基
ら
と
の
違
い
が
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
自
身
も
党
内
の
一
部
か
ら
の
批
判
は
覚
悟
の
上

だ
っ
た
よ
う
で
、
〝
あ
え
て
〃
発
言
を
続
け
た
か
の
感
が
あ
る
。
そ
の

彼
を
支
え
て
い
た
の
は
、
中
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、
必
要
な
批
判
は

じ
岨
[

行
う
べ
き
だ
と
い
う
彼
な
り
の
愛
国
心
に
基
づ
く
責
任
感
で
あ
り
、
さ

ら
に
「
中
国
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
愛
国
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
民

経
済
の
回
復
と
社
会
主
義
建
設
に
お
い
て
、
み
な
一
定
の
積
極
的
な
働

き
を
な
し
得
た
の
で
あ
っ
て
、
本
来
愛
国
的
な
階
級
が
、
今
に
な
っ
て

造
反
す
る
と
は
考
え
が
た
い
」
と
い
う
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
保
持

(
3
0
〉

し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
自
信
・
信
頼
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
に
し
っ
か
り
と
立
っ
て
い
る
か
否
か
は
、
形
式

主
義
的
な
言
葉
使
い
の
う
わ
べ
か
ら
判
断
す
る
問
題
で
は
な
く
、
か
な

ら
ず
動
機
と
効
果
に
深
く
立
ち
入
っ
て
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ク
な
彼
の
発
想
法
も
、
積
極
的
な
批
判
活
動
の

(
3
1
)

展
開
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
中
共
を
賛
美
す
る

「
形
式
的
な
言
葉
」
を
並
べ
る
こ
と
で
、
満
足
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
の
で
あ
り
、
「
効
果
」
を
あ
げ
る
た
め
に
活
動
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
当
時
、
中
共
内
部
に
お
い
て
章
乃
器
の
見
解
に
対
応
す
る
統

一
戦
線
理
論
が
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ

う
。
張
執
一
は
一
九
五
七
年
三
月
三
一
日
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
民
族

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
の
統
一
戦
線
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

人
民
民
主
統
一
戦
線
の
問
題
は
実
質
上
、
中
国
の
労
働
人
民
と

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
が
連
盟
を
う
ち
た
て
る
問
題
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
中
国
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
人
民
民
主
統
一
戦
線
へ
の
参

加
を
勝
ち
と
る
問
題
で
あ
る
。
・
…
‥
中
国
共
産
党
の
各
民
主
党
派
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に
対
す
る
指
導
は
共
産
党
の
総
路
線
と
各
種
の
政
策
・
方
針
お
よ

び
共
産
党
員
の
辛
抱
強
い
説
得
・
教
育
と
模
範
的
な
行
為
を
通
じ

て
実
現
す
る
。
…
…
〔
指
導
の
方
法
と
は
、
党
の
〕
組
織
に
よ
っ

て
支
配
し
た
り
、
少
数
を
多
数
に
服
従
す
る
よ
う
強
制
し
た
り
、

脅
迫
や
命
令
に
よ
っ
て
こ
と
を
な
す
こ
と
で
は
絶
対
に
な
い
。
さ

ら
に
は
共
産
党
の
各
組
織
や
、
あ
る
い
は
共
産
党
員
各
個
人
が
自

ら
を
指
導
者
と
思
い
、
そ
の
立
場
か
ら
任
意
に
号
令
を
発
し
、
命

令
を
行
う
こ
と
で
も
絶
対
に
な
い
。
…
…
も
し
我
々
が
こ
の
方
面

で
大
き
な
誤
り
を
犯
し
た
な
ら
、
指
導
は
強
固
に
な
ら
ず
、
甚
だ

(
3
2
)

し
い
場
合
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

註
(
1
)
　
【
人
民
日
報
」
一
九
五
七
年
五
月
一
二
日
(
以
下
、
一
九
五
七
年

に
発
行
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
に
関
し
て
は
、
年
号
を
省
略
し
た
)
。

(
2
)
　
前
掲
r
中
共
人
民
内
部
の
矛
盾
と
整
夙
運
動
」
(
第
四
「
運
動
経

過
一
覧
表
」
)
一
七
四
～
二
二
入
貢
参
照
。

(
3
)
　
章
乃
器
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
(
r
大
公
報
」

六
月
九
日
)
。

(
4
)
　
r
光
明
日
報
J
　
五
月
一
七
日
。

(
5
)
　
上
海
工
商
連
副
秘
書
長
・
呉
志
超
の
発
言
〔
北
京
放
送
・
五
月
一

九
日
〕
(
前
掲
「
中
共
人
民
内
部
の
矛
盾
と
整
風
運
動
し
　
二
二
六
頁
)
。

(
6
)
　
r
光
明
日
報
」
　
五
月
一
二
日
。

(
7
)
　
「
光
明
日
報
」
　
五
月
一
九
日
。

(
8
)
　
前
掲
r
中
共
人
民
内
部
の
矛
盾
と
整
風
運
動
」
一
三
六
頁

(
9
)
　
r
人
民
日
報
」
　
五
月
二
三
日
。

(
1
0
)
　
r
人
民
日
報
】
　
五
月
九
日
。

V
御
門

(
1
2
)

(
1
3
)

(
1
4
)

(
1
5
)

(
1
6
)

(
1
7
)

(
1
8
)

(
1
9
)

(
2
0
)

(
2
1
)

(
2
2
)

(
2
3
)

(
2
4
)

(
2
5
)

(
2
6
)

章
乃
器
「
関
干
中
国
民
族
資
産
階
級
的
両
面
性
問
題
」
(
r
工
商
界
」

一
九
五
七
年
六
期
)
。

同
右
。
「
人
民
日
報
」
　
六
月
二
日
。

「
光
明
日
報
」
　
五
月
一
七
日
。

「
大
公
報
」
　
六
月
一
日
。

前
掲
「
関
干
中
国
民
族
資
産
階
級
的
両
面
性
問
題
」
。

前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
お
よ
び
前
掲
「
関

干
中
国
民
族
資
産
階
級
的
両
面
性
問
題
」
。

前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
。

「
人
民
日
報
J
六
月
二
日
。

上
海
公
私
合
営
三
英
電
業
廠
廠
長
・
朱
松
齢
「
私
方
技
術
人
員
的

苦
悶
」
お
よ
び
公
私
合
営
北
京
義
利
食
品
公
司
副
経
理
・
児
家
塁
「
信

任
不
足
、
使
用
不
当
、
支
持
不
力
、
関
心
不
躯
」
(
「
工
両
界
」
一
九

五
七
年
六
期
)
。

前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
。

「
徹
底
散
開
、
封
助
共
産
党
除
〝
三
害
″
」
(
r
工
商
界
」
一
九
五
七

年
六
期
)
。

同
右
。
前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
。

章
乃
器
「
従
〝
括
″
和
〝
溝
″
的
思
想
基
礎
説
起
」
(
「
人
民
日
報
j

五
月
一
四
日
)
、
。

グ
ラ
ム
シ
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
国
民
と
近
代
国
家
の
形
成
と
発

展
の
上
で
の
政
治
指
導
の
問
題
」
(
「
グ
ラ
ム
シ
選
集
」
　
二
巻
、
合
同

出
版
、
一
九
六
二
年
)
お
よ
び
犬
九
義
一
「
婦
人
労
働
者
の
歴
史
的

国
民
的
地
位
」
(
犬
丸
ほ
か
編
r
講
座
現
代
の
婦
人
労
働
」
　
四
巻
、
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労
働
旬
報
社
、
一
九
七
八
年
)
参
照
。

(
2
7
)
　
前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
。

(
2
8
)
　
章
伯
釣
や
窪
隆
基
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
平
野
r
中
国
革

命
の
知
己
人
二
六
章
「
整
邑
運
動
と
統
一
戦
緑
の
消
滅
」
)
　
二
二
〇

～
二
八
六
頁
告
照
。

(
2
9
)
　
章
乃
器
は
す
で
に
一
九
四
九
年
の
時
期
、
商
工
業
者
は
中
共
の
左

垣
の
誤
り
に
関
し
て
は
対
応
が
鈍
い
、
左
傾
の
誤
り
は
直
接
的
に
は

商
工
業
者
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
征
ら
は
共
産

党
の
圧
迫
を
恐
れ
積
伝
的
に
発
言
し
な
い
、
し
か
し
商
工
業
者
は
「
積

巨
的
に
自
己
の
意
見
を
提
出
し
、
積
極
的
に
国
家
の
情
勢
を
管
理
す

る
。
そ
う
し
て
や
っ
と
新
国
家
の
主
人
に
似
つ
か
わ
し
く
な
る
」
と

述
.
へ
、
愛
国
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
中
共
の
誤
り
に
対
し
て
も
積
極

的
に
批
判
す
る
必
要
を
説
い
て
い
た
(
「
平
津
工
商
業
的
新
生
」
〔
章

乃
器
「
論
中
国
経
済
的
改
造
し
　
五
〇
年
代
出
版
社
、
一
九
五
一
年
、

原
載
‥
二
北
京
人
民
日
報
」
一
九
四
九
年
五
月
二
六
日
〕
)
。
彼
は
政

府
の
誤
り
や
不
十
分
な
点
に
対
し
て
批
判
す
る
責
任
を
持
つ
こ
と
を

自
ら
に
諜
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
な
り
に
自
己
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

32　3130

ム
を
現
す
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
「
関
干
中
国
民
族
資
産
階
級
的
両
面
性
問
題
」
。

前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
。

張
執
一
「
関
干
人
民
民
主
統
一
戦
線
的
幾
個
問
題
」
(
r
大
公
報
」

三
月
三
一
日
)
。

三
　
章
乃
器
と
エ
商
連
お
よ
び
民
主
建
国
全

章
乃
器
は
民
族
資
本
家
に
「
鳴
放
」
を
呼
び
か
け
る
に
あ
た
っ
て
、

「
今
後
、
民
建
と
工
商
連
は
商
工
界
の
状
況
を
あ
る
が
ま
ま
に
反
映
し
、

あ
わ
せ
て
あ
え
て
「
鳴
放
し
　
し
た
人
が
打
撃
や
報
復
を
受
け
な
い
よ
う

(
1
)

完
全
な
保
障
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
工
商
連
の
積
極
分
子
は
群
衆
か
ら
離
脱
し
、
工
商
連

は
党
と
政
府
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
不
信
感
が
表
明
さ

(
2
)

れ
、
「
工
商
連
の
指
導
に
は
〝
左
に
な
る
と
も
右
に
な
る
こ
と
な
か

れ
″
と
い
う
作
風
が
相
当
普
遍
的
に
存
在
し
て
お
り
、
…
…
多
く
の
商

工
業
者
は
工
商
連
に
行
く
こ
と
を
願
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
問
題
が
解

決
せ
ず
、
態
度
が
良
く
な
い
か
ら
で
あ
り
、
他
の
人
が
〔
工
商
連
の
〕

(
3
)

門
を
く
ぐ
ろ
う
と
し
な
い
の
も
無
理
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
工
商
連
内
部
で
は
生
活
に
困
窮
し
た
中
下
層
が

(
4
)

労
働
組
合
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
よ
う
な
情
況
も
生
ま
れ
て
い
た
。
因

み
に
「
国
家
が
毎
年
定
額
利
息
と
し
て
支
払
う
金
額
は
一
億
二
千
万
元
、

定
額
利
息
を
受
け
と
る
株
主
は
一
一
四
万
人
に
及
ん
だ
。
一
人
当
り
に

(
5
)

す
る
と
〔
年
〕
平
均
一
〇
五
元
に
す
ぎ
」
ず
、
零
細
な
商
工
業
者
の
多

く
は
、
労
働
者
に
比
べ
て
賃
金
が
低
い
と
言
わ
れ
る
情
況
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
北
京
市
工
商
連
副
主
任
委
員
・
李
胎
費
の
言
う
よ
う
に
、
工
商

連
内
部
に
お
い
て
「
上
層
の
商
工
業
者
が
名
誉
や
地
位
に
血
道
を
あ
げ
、

(
6
)

中
下
層
の
商
工
業
者
は
生
活
の
困
難
を
愁
い
て
い
た
」
　
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
工
商
連
が
「
鳴
放
」
し
た
民
族
資
本
家
を
政
治
的
に
守
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ろ
う
と
す
れ
ば
、
幹
部
が
中
共
に
対
し
て
相
対
的
に
独
自
な
立
場
を
と

る
だ
け
で
な
く
、
中
共
へ
の
圧
力
団
体
た
り
う
る
よ
う
工
商
連
の
組
織

力
を
強
化
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
手
立
て
を
つ
く
す
必
要
が
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
工
商
連
の
指
導
的
幹
部
の
一
人
で
あ
り
、
「
鳴
放
」
し
た

人
び
と
の
安
全
を
「
完
全
に
保
障
」
す
る
必
要
を
説
い
た
章
乃
器
に
は
、

工
商
連
を
単
な
る
中
共
の
商
工
業
者
再
編
の
道
具
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

「
工
商
界
の
状
況
を
あ
る
が
ま
ま
に
反
映
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
織

に
改
革
す
る
任
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
工
商
連
の
内
部

矛
盾
を
解
決
す
る
必
要
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
章
乃
器
は
商
工
業
界
内
部
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、

た
だ
「
高
賃
金
の
人
は
け
っ
し
て
多
く
は
な
く
、
多
く
の
人
は
労
働
者

に
比
べ
て
低
賃
金
で
あ
る
」
、
「
旦
別
の
情
況
か
ら
言
え
ば
、
商
工
業
改

造
の
補
導
工
作
に
お
け
る
正
確
な
大
衆
的
観
点
と
は
、
商
工
業
者
、
特

に
中
下
層
の
苦
し
み
に
関
心
を
持
ち
、
生
活
面
で
の
問
題
と
工
作
面
で

(
7
)

の
問
題
と
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
工
商

連
の
組
織
力
を
高
め
る
具
体
的
な
方
策
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
民
建
に
関
し
て
も
、
「
私
は
民
主
党
派
の
工
作
に
興
味
を
も

っ
て
い
な
い
。
民
主
建
国
会
に
参
加
し
た
が
嫌
気
が
さ
し
何
回
か
退
き

(
0
0
)

た
い
と
考
え
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
「
〔
章
乃
器
は
〕
章
〔
伯
釣
〕
羅

〔
隆
基
〕
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
同
調
を
も
と
め
ら
れ
た
が
、
努
め
て
こ

れ
を
回
避
し
た
形
跡
が
あ
る
」
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る

(
9
)

と
、
彼
が
民
建
を
中
共
に
対
す
る
圧
力
団
体
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め

(
l
O
)

に
積
極
的
な
組
織
活
動
を
行
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

だ
が
、
工
商
連
が
も
と
も
と
中
共
が
組
織
し
た
商
工
業
者
の
結
集
体

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
す
で
に
民
建
が
中
共
の
指
導
を
受
け
入
れ
る
こ
と
「
〓
)

を
決
定
し
、
組
織
的
な
改
革
を
受
け
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

章
乃
器
が
こ
れ
ら
の
団
体
を
中
共
に
対
す
る
圧
力
団
体
へ
と
改
変
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
や
む
を
え
な
か
っ
た
と
も
言
え
、
当
時
の
政
治
情
勢

を
無
視
し
て
、
章
乃
器
を
責
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
章
乃
器
が
自
ら
の
発
言
を
現
実
化
し
え
な
か
っ
た

要
因
は
、
単
に
政
治
的
な
力
関
係
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
彼
は
政
治
制
度
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
お
ら
ず
、
わ

ず
か
に
触
れ
た
場
合
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
、
現
行
の
組
織
の
改
変
で

は
な
く
、
そ
の
充
実
を
も
と
め
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

少
な
か
ら
ぬ
〔
中
共
〕
党
員
が
国
家
機
構
の
役
割
に
対
し
て
、

ま
だ
充
分
な
認
識
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
国
家
機
構
は
党
が
革
命
を

進
め
、
社
会
主
義
を
建
設
す
る
武
器
で
あ
る
こ
と
を
充
分
認
識
し

て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
国
家
行
政
機
構
が
充
分
に
運
用
さ
れ
て

い
な
い
だ
け
で
な
く
、
国
家
権
力
機
構
も
ま
た
充
分
に
重
視
さ
れ

て
い
な
い
　
-
　
す
な
わ
ち
県
以
下
の
人
民
代
表
大
会
の
開
会
は
不

正
常
で
充
実
し
て
い
な
い
と
い
う
情
況
が
厳
然
と
存
在
し
て
い

(
1
2
)

る
。

だ
が
、
経
済
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
当
時
の
中
国
に
お
い
て

も
政
治
制
度
の
改
革
を
射
程
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
章
乃
器
は
政
治
制
度
の
民
主
化
に
関
し
て
羅
隆
基
や
章
伯
釣
ら
の

よ
う
に
自
ら
の
展
望
を
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
彼
の
持
鼓
の
一
つ

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
彼
は
政
治
的
な
民
主
化
を
体
系
的
に
論
ぜ
す
、
現
実
の
政
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治
制
度
を
承
認
し
た
う
え
で
「
鳴
放
」
し
た
の
で
あ
っ
て
、
章
乃
器
に

ヽ

　

ヽ

と
っ
て
「
鳴
放
」
と
は
民
主
化
運
動
で
は
な
く
、
中
共
の
呼
び
か
け
に

応
じ
た
意
見
提
出
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
章
乃
器
は

「
鳴
放
」
し
た
知
識
人
を
中
共
の
攻
撃
か
ら
守
る
必
要
性
を
論
じ
な
が

ら
も
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の
運
動
論
　
-
　
民
建
や
工
商
連
の
改
革

な
ど
の
具
体
的
方
策
　
-
　
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
共

へ
‖
-

が
当
時
示
し
た
民
主
化
実
現
の
可
能
性
に
依
拠
す
る
し
か
、
章
乃
器
に

は
「
言
老
無
罪
」
を
保
障
す
る
道
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

っ
た
こ
と
を
、
彼
の
「
右
派
分
子
」
と
し
て
の
罪
状
の
一
つ
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
は
民
建
内
部
に
対
立
が
あ
り
、
章
乃
器

の
支
持
者
が
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
民
建
内

部
で
明
確
な
組
織
方
針
を
も
っ
た
分
派
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
実
証

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

(
1
1
)
　
工
商
連
・
民
建
の
変
化
の
概
略
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
r
人

民
手
冊
」
　
の
一
九
五
二
二
九
五
三
年
版
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

(
1
2
)
　
前
掲
「
従
〝
措
″
和
〝
溝
″
的
思
想
基
礎
説
起
」
。

(
1
3
)
　
前
掲
田
中
「
一
九
五
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
と
自
由
」

参
照
。

註
(
1
)
　
r
人
民
日
報
」
　
五
月
一
二
日
。

(
2
)
　
公
私
合
宮
上
遠
電
工
器
材
廠
経
理
・
史
慕
康
の
発
言
(
前
掲
「
徹

底
散
開
、
村
助
共
産
党
除
〝
三
害
″
」
)
。

(
3
)
　
r
光
明
日
報
」
　
五
月
一
七
日
。

(
4
)
　
天
津
工
商
連
副
秘
書
長
・
田
玉
環
の
発
言
r
人
民
日
報
j
五
月
一

七
日
。

(
5
)
　
前
掲
r
現
代
中
国
の
歴
史
」
一
〇
五
頁
。

(
6
)
　
r
人
民
日
報
」
　
五
月
〓
ハ
日
。

(
7
)
　
「
大
公
報
レ
ム
ハ
月
一
日
お
よ
び
前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作

的
幾
個
問
題
」
。

10　9　8

章
乃
器
「
我
的
検
討
」
(
「
人
民
日
報
」
七
月
一
六
日
)
。

前
掲
r
中
共
人
民
内
部
の
矛
盾
と
整
風
運
動
」
七
八
頁
。

確
か
に
、
中
国
民
主
建
国
会
・
中
華
全
国
工
商
業
連
合
会
宣
伝
教

育
処
編
「
右
派
分
子
章
乃
器
的
丑
悪
面
貌
」
(
工
商
月
刊
杜
、
一
九

五
七
年
)
に
は
黄
掠
塵
「
章
乃
器
在
民
建
内
組
織
反
党
小
集
団
的
陰

謀
活
動
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
民
建
内
部
で
分
派
活
動
を
行

四
　
結
語
　
-
　
章
乃
器
批
判
の
歴
史
的
意
味

予
想
外
の
「
鴨
放
」
の
展
開
に
直
面
し
て
、
中
共
は
一
九
五
六
年
の

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
つ
づ
く
東
欧
の
民
主
化
運
動
(
特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

事
件
)
が
、
中
国
に
波
及
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
当
時
の
経
済
混
乱
が
党

と
知
識
人
と
の
〝
溝
〃
だ
け
で
な
く
、
労
農
大
衆
と
の
〝
溝
〃
を
も
深

(
1
)

め
て
い
る
と
の
認
識
も
手
伝
っ
て
「
反
右
派
闘
争
」
を
発
動
し
た
。
だ

が
、
民
族
資
本
家
を
め
ぐ
る
問
題
に
即
し
て
考
え
た
時
、
章
乃
器
へ
の

批
判
が
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
批
判
は
い

か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

章
乃
器
は
建
国
直
前
か
ら
民
族
資
本
家
の
「
知
識
と
経
験
」
を
中
国

の
経
済
建
設
に
役
立
て
る
必
要
性
を
説
き
、
中
共
の
誤
り
に
よ
り
経
済

建
設
に
損
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
り
、
商
工
業
者
が
苦
痛
を
感
じ
る
可
能
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(
2
)

性
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
「
全
般
的
に
計
画
経
済
と
国
営
経
済
の
強
力

(
3
)

な
指
導
は
、
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
建
国
か
ら
「
鳴

放
」
期
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
、
社
会
主
義
経
済
の
優
位
性
の
承
認
を

前
提
に
言
論
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
彼
は
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
、
民

族
資
本
家
の
経
営
能
力
を
尊
重
し
、
中
共
の
商
工
業
政
策
に
対
す
る
無

謬
性
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
鳴
放
」
期
の
章
乃
器
は
民
族
資
本
家
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
た
が
、
彼
の
意
見
は
他
の
民
族
資
本
家
の

見
解
と
比
べ
た
時
、
決
し
て
過
激
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
栄
子
正
(
天

津
市
工
商
連
常
任
委
員
)
　
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
中
国
に
適

(
1
)

合
し
な
い
と
考
え
た
が
、
章
乃
器
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
否

定
し
て
い
な
い
。
ま
た
呉
志
超
(
上
海
工
商
連
副
秘
書
長
)
な
ど
は
合

(
5
)

営
企
業
か
ら
政
府
側
代
表
を
撤
退
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
た
が
、
章
乃
器

は
政
府
側
代
表
の
退
出
は
求
め
て
い
な
い
。
さ
ら
に
「
鳴
放
」
　
で
大
い

に
論
議
さ
れ
た
「
定
息
」
問
題
に
関
し
て
も
、
章
乃
器
は
そ
れ
を
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
搾
取
と
見
な
す
こ
と
に
は
消
極
的
だ
っ
た
が
、
当
時
民

族
資
本
家
の
一
部
に
あ
っ
た
「
定
息
」
支
払
い
の
延
長
要
求
に
は
同
調

(
6
〕

し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
、
彼
は
社
会
主
義
体
制
を
擁
護
し
、
社
会
主

義
中
国
の
発
展
を
目
指
す
と
い
う
立
場
か
ら
言
論
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
章
乃
器
に
対
す
る
批
判
は
広
範
に
展
開
さ
れ
、

彼
の
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
「
罪
状
」
ま
で
指
弾
さ
れ
、
彼
は
資
本

主
義
を
復
活
し
よ
う
と
し
た
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
批
判
の
直
接
的
な
要
因
は
次
の
魯
折
の
指
摘
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

幾
人
か
の
商
工
業
者
は
確
か
に
一
時
彼
に
よ
っ
て
迷
わ
さ
れ

た
。
彼
の
言
論
の
影
響
の
も
と
、
何
人
か
の
人
び
と
は
一
層
倣
慢

に
な
り
、
改
造
を
ゆ
る
め
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
中
国

に
適
合
せ
ず
、
教
条
的
で
あ
る
と
考
え
た
。
甚
だ
し
き
に
至
っ
て

は
、
講
習
斑
の
メ
ン
バ
ー
の
数
人
は
全
く
学
習
に
参
加
し
な
く
な

り
、
幾
人
か
の
人
び
と
は
、
工
商
界
を
改
め
て
批
評
す
る
人
は
〔
民

族
資
本
家
の
〕
積
極
性
に
打
撃
を
与
え
る
者
で
あ
り
、
階
級
関
係

の
存
在
を
改
め
て
提
起
す
る
人
は
民
族
資
本
家
を
圧
迫
す
る
者
で

あ
る
、
と
考
え
た
。
あ
る
者
は
企
業
中
の
政
府
側
代
表
の
指
導
を

否
認
し
、
ひ
ど
い
者
に
な
る
と
政
府
側
代
表
の
撤
退
を
も
と
め
さ

え
し
た
。
さ
ら
に
〝
定
息
は
光
栄
あ
る
も
の
で
あ
り
、
合
理
的
〃

で
あ
る
と
考
え
、
数
年
多
く
受
け
取
る
こ
と
を
要
求
す
る
者
も
い

た
。
ま
た
あ
る
者
は
〝
五
反
〃
　
で
の
裁
判
を
覆
す
よ
う
求
め
、
あ

る
者
は
資
本
主
義
的
な
経
営
方
法
の
復
活
を
要
求
す
る
な
ど
し

(
7
)

た
。
…
…
〔
こ
の
た
め
〕
大
混
乱
に
な
っ
た
。

章
乃
器
は
「
大
混
乱
」
と
い
う
情
勢
、
す
な
わ
ち
商
工
業
者
の
「
〔
中

共
へ
の
〕
不
満
」
「
尊
大
さ
」
「
詰
倣
さ
」
の
噴
出
と
い
う
情
況
は
、
役

ら
の
積
極
性
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
も
の
だ
と
肯
定
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
中
共
の
指
導
性
は
「
彼
ら
〔
=
商
工
業
者
〕
が
仕
事
の
上
で
成

功
を
得
る
よ
う
に
〔
中
共
が
〕
力
を
尽
く
し
て
援
助
す
る
」
　
こ
と
で
実

(
8
)

現
し
、
保
障
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
魯
折
が
紹
介
し
て
い
る

商
工
業
者
の
行
動
が
、
直
接
的
に
資
本
主
義
を
復
活
す
る
こ
と
に
な
る

と
は
思
え
ず
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
魯
折
が
批
判
し
た
見
解
に
は
章
乃
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器
の
発
言
の
限
界
を
超
え
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
共
は
章
乃
器
の
言
論
活
動
を
中
共
の
商
工
業
政

策
の
枠
を
超
え
て
、
商
工
界
の
再
編
成
へ
と
連
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
、

栄
子
正
ら
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
中
共
批
判
の
責
任
を
章
乃
器
に
負
わ
せ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
中
共
の
自
ら
の
指
導
性
に
対
す
る
〝
独

善
性
″
が
端
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
章
乃
器
は
「
生
費
の
羊
」
に
さ
れ

た
と
言
え
る
。

中
共
が
章
乃
器
の
言
論
活
動
に
対
し
て
大
き
な
危
機
感
を
抱
い
た
こ

と
は
、
前
掲
r
右
派
分
子
葦
乃
器
の
醜
悪
な
顔
貌
」
　
に
黄
掠
塵
「
章
乃

器
が
民
建
内
部
に
お
い
て
反
党
小
集
団
を
組
織
し
た
陰
謀
的
活
動
」
や

蓑
訟
亭
「
章
乃
器
が
小
商
人
や
行
商
人
へ
放
っ
た
毒
素
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
彼
の
言
論
は
商
工
業
者
の
上
層
か

ら
下
層
に
至
る
ま
で
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
、
彼
へ
の
批
判
は
民
建
・

工
商
連
と
い
う
商
工
業
者
の
団
体
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

中
共
は
葦
乃
器
を
「
右
派
分
子
」
と
断
罪
す
る
こ
と
で
、
彼
が
求
め

た
新
し
い
グ
ラ
ム
シ
流
の
指
導
の
在
り
方
を
確
立
し
え
ず
、
「
人
民
民

主
統
一
戦
線
」
　
の
〝
実
質
問
題
″
〔
=
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
人
民

民
主
統
一
戦
線
へ
の
参
加
を
勝
ち
と
る
問
題
〕
を
も
充
分
に
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
実
際
的
に
は
、
民
族
資
本

家
の
積
極
性
の
発
揮
を
妨
げ
、
主
と
し
て
合
営
企
業
に
担
わ
れ
た
軽
工

業
部
門
に
お
け
る
消
費
物
資
の
生
産
増
大
と
い
う
経
済
上
の
重
要
問
題

を
解
決
す
る
方
策
の
一
つ
を
失
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
後
、
中
共
は

「
反
右
派
闘
争
」
を
展
開
し
つ
つ
「
大
躍
進
」
を
推
し
進
め
、
経
済
を

混
乱
さ
せ
た
。
そ
の
後
の
調
整
期
を
経
て
開
始
さ
れ
た
文
革
の
時
期
に

お
い
て
も
経
済
は
大
い
に
混
乱
し
、
中
国
経
済
は
国
際
的
に
も
た
ち
遅

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
周
知
の
よ
う
に
一
九
七
八
年
以
後
中
国
で
は
経
済
改
革
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
経
営
上
に
お
け
る
改
革
の
骨
子
は
、

①
　
企
業
自
主
権
の
拡
大
と
経
済
責
任
制
の
採
用
、
す
な
わ
ち
、
自

主
的
生
産
権
・
販
売
権
・
価
格
決
定
権
な
ど
の
承
認
、
工
場
長
責

任
制
の
確
立
、
破
産
法
制
定
な
ど
、

㊤
　
計
画
管
理
体
制
の
改
革
、
す
な
わ
ち
市
場
経
済
の
導
入
な
ど
、

(
9
)

の
二
点
に
あ
る
。

こ
の
改
革
の
重
要
な
目
的
が
資
本
主
義
企
業
の
経
営
方
法
を
学
ぶ
こ

と
、
つ
ま
り
シ
ュ
ラ
ム
氏
の
言
う
よ
う
に
「
企
業
家
魔
神
の
促
進
で
あ

(
1
0
)

っ
た
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
章
乃
器
が
「
鳴
放
」
期
に
繰
り
返
し

強
調
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
見
解
は
、
彼
の
死
後
、
よ
う
や
く
中

共
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

註
(
1
)
　
前
掲
田
中
「
一
九
五
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
と
自
由
」

参
照
。

(
2
)
　
葦
乃
器
「
経
済
的
改
造
　
-
　
消
踵
、
去
腐
、
生
新
」
〔
原
載
…
r
新

建
設
」
二
巻
八
期
、
一
九
五
〇
年
〕
(
前
掲
r
論
中
国
経
済
的
改
造
し
)
。

(
3
)
　
章
乃
器
「
新
民
主
主
義
的
民
族
工
商
業
家
底
任
務
　
-
一
九
四
九

年
九
月
二
三
日
在
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
大
会
上
的
発
言
」
(
前

掲
「
論
中
国
経
済
的
改
造
」
)
。

(
4
)
　
r
人
民
日
報
レ
　
ム
ハ
月
一
七
日
。

(
5
)
　
「
人
民
日
報
」
　
五
月
二
一
日
。
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(
6
)
　
芸
葦
楽
器
転
工
場
長
・
張
燥
桒
の
発
言
r
光
明
日
報
」
　
五
月
一
四

日
な
ど
。
な
お
、
章
乃
器
の
「
定
息
」
に
関
す
る
見
解
は
、
前
掲
「
関

干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
を
参
照
の
こ
と
。
彼
は
、
「
定

息
」
は
民
族
資
本
家
個
人
に
則
し
て
言
え
ば
〝
不
労
所
得
″
で
あ
り
、

階
級
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
搾
取
の
残
淳
で
あ
る
、
と
捉
え
て
い
た
。

(
7
)
　
魯
折
「
工
商
界
反
右
派
問
答
」
「
工
商
界
」
一
九
五
七
年
七
期
。

(
8
)
　
前
掲
「
関
干
工
商
改
造
輔
導
工
作
的
幾
個
問
題
」
。

(
9
)
　
山
内
一
男
「
中
国
経
済
近
代
化
へ
の
模
索
と
展
望
」
(
前
掲
r
岩

波
講
座
現
代
中
国
』
　
二
巻
)
。

(
1
0
)
　
シ
ュ
ラ
ム
著
・
矢
吹
晋
訳
「
改
革
期
中
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政

策
一
九
七
八
～
八
七
』
(
蒼
蒼
社
、
一
九
八
七
年
)
一
一
一
頁
、
ま

た
中
国
の
歴
史
学
界
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
重
視
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
、
徐
鼎
新
「
民
族
資
本
企
業
経
営
管
理
経
験
初
探
」
(
r
社
会
科

学
」
一
九
八
〇
年
三
期
〔
r
復
印
報
刊
資
料
経
済
史
」
一
九
八
〇
年

三
一
期
〕
)
や
熊
甫
「
論
中
国
民
族
資
本
企
業
的
〝
企
業
精
神
″
」
(
「
四

川
大
学
学
報
(
哲
社
版
)
」
一
九
八
八
年
四
期
〔
r
復
印
報
刊
資
料
経

済
史
」
一
九
八
九
年
一
期
〕
)
な
ど
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

(
広
島
大
学
文
学
部
)
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The Agricultural Development by the Upper Farmers and

the Productivity of the Rice-Cropping in Choshu (長州) Clan

during the Last Years of the Shogu皿ate

a Case Study of the Hesaka (部坂)

Family in Kiwa (岐波) Village

by Hiroshi Ogawa

On this paper, the present writer will explain the economic conditions of the

agricultural development by a rich farmer living in the village of Setouchi(瀬戸内)

district during the last years of the shogunate, and try to consider the characteristics of

the development of rice-cropping. A rich farmer which the present writer will analyze as

an example in this paper is the Hesaka Family who was introduced as a member of

"shoyadoumei" (庄屋同盟) having the historical feature of the progressive agnculturer by

Takuzi Sibahara.

This family promoted the selection of the seeds, the use of purchased manures and the

adoption of the two-cropping, the increase of labor productivity and the integration of the

petty land. The farmer progressed the land productivity, the labor productivity and the

development of the local market of the agricultural products.

Through these economic growth, the family succeeded in changing the economic condi-

tions of the retrogression of the traditional merchant on the Maruozaki(九尾崎) port. We

can find some tendencies toward modern agnct山ural management and the progress for

the agricultural renovation.

Chang Nai-ch'i〔章乃器〕's criticism and his frustration in 1950's

from "The Hundred Flowers Campign to

"The Anti-Rightist Campaign"-

by Nobuo Mizuha

In May, 1957, a lot of intellectuals began to claim for democracy eagerly and these are

called "The Hundred Flowers Campaign". This campaign arose in order to answer a de-

mand by China Communist Party (CCP). In June, however, the situation was quite

changed; Some intellectuals, who condemned CCP, was oppressed strictly as "Rightist"

by CCP ("The Anti-Rightist Champaign").

Generally speaking, as it has been said that the analysis of this process would reveal

one of the characteristic of contemporary China, so a lot of studies about it has done.

Most of them, however, has only taken the focus on making clear the factor of change in

l
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CCP. And even in case of analyzing the intellectuals who as!ced for democracy, they con-

centrated all the interests on discussion of their political reform.

Therefore, I chose Chang Na-ch'i〔章乃器〕 in this thesis, who spoke about

businessmen in 1957. (Chang Nai-ch'i 〔1897-1977〕: he was Vice chairman of All

China Federation of Industry and Commerce, Minister of Food, Vice chairman of

Democratic National Consultive Association.... and so on.) When I wrote it, I emphasiz-

ed next three point; (1) background of Chang Nai-ch'i's criticism and its characteristic,

(2) limit of his activity and its cause, (3) historical meaning of CCP's criticism for him.

The Status of Women in the Kory6 Period.

by Kazue Inoue

This report deals with the characteristics of the social status of women in the Koryfl

Period when Neo-Confucianism hasn t been introduced into Korea yet.

Analyzing the inscriptions, `Koryosa'(『高琵史』) , 'Koryosa-jeolyo'(『高毘史節要』) , the

late Kory6 Period National Treasure No. 131, and the registers shows the following some

facts.

In the first place, m the early Kory6 Period women were expressed by given names

without family names but expressed by only family names after that.

That is to say, socially women have lost their given names in order of social standing.

Next regardi喝the order of record of sons and daughters on the most inscriptions,

names of sons have been written before those of women.

But on the registers it has written according to birth age.

As for ma汀iage system, one husband-one wife system was basis except for special

class as king families. The existence of mistresses was accepted on condition that there

was strict distinction between wives and mistresses. Divorce from wife side couldn't

almost be done, and husband couldn t be allowed to desert his wife without respectable

reason.

It is characteristic in Kory6 Period that no son did not become chief reason in case of

desert.

If her husband died, woman could marry again. But in the last Kory凸Period up-and-

coming bureaucrats who accepted Neo-Confucianism took the direction to forbid second

marriage.
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